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1. はじめに
本稿では，インパルス性雑音付加画像を JPEG [1]圧縮方

式で符号化する場合の圧縮特性を調査する．さらに，プリ
フィルタとして 3方式の適応型メディアンフィルタを使用
し，その性能差を比較する.
2. 使用する適応型メディアンフィルタについて
適応型メディアンフィルタ (AMF)は，インパルス検出器

で雑音画素を予め検出した後，検出した雑音画素にのみメ
ディアンフィルタをかけ，雑音除去を行うフィルタである．
本稿では，エッジシフトを考慮したAMF (METHOD1) [2]，

3種類のフィルタ窓を用いた AMF (METHOD2) [3]，8近傍
の平坦指標とエッジ情報を用いた AMF (METHOD3) [4]の
3方式を使用した．

3. 雑音付加画像の圧縮処理手順について
今回は，プリフィルタとして 3 方式の AMF を使用し，

JPEG圧縮方式を用いて画像圧縮を行った．雑音付加画像の
圧縮処理手順を以下に示す．(図 1参照)
⟨S1⟩原画像に対して，インパルス性雑音を付加する．ここ
で，インパルス性雑音付加画像を作成する．
⟨S2⟩ 2.で述べた 3方式の AMFを雑音付加画像に適用して
雑音除去を行う．ここで，修復画像を作成する．
⟨S3⟩上記 ⟨S2⟩で作成した修復画像に JPEG圧縮を行う．こ
こで，圧縮画像を作成する．
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図 1 雑音付加画像の圧縮処理手順

4. 計算機実験の条件
•テスト画像：“ couple”(2562画素，256階調)．他の画像で
も計算機実験を行ったが，紙面の都合上割愛する．
•インパルス性雑音付加：雑音付加率 2，4，6，8，10[%]
• JPEG圧縮：2，4，· · ·，16分の 1
• AMFの種別：METHOD1・・・文献 [2]の方式，METHOD2・・・
文献 [3]の方式，METHOD3・・・文献 [4]の方式
•フィルタ窓サイズ：METHOD1では 5× 5の正方窓を使用
した．METHOD2では 5 × 5の正方窓，5点の水平・垂直
1次元窓を使用した．METHOD3では「雑音密度<TN」の
ときは 3× 3の正方窓，その他のときは 5× 5の正方窓，5
点の水平・垂直 1次元窓，9点の十字窓から選択した.
•画質の評価尺度：S NR = 10 log10(2552/MS E) [dB]
但し，S NRは信号対雑音比，MS Eは原画像と比較画像と
の平均 2乗誤差である．
•しきい値：堀内方式のしきい値 TD = 5 [5]，雑音密度のし
きい値 TN = 15%，エッジ検出のしきい値 TE =100

5. 結果と考察
インパルス性雑音付加率と SNRの関係を図 2に示す．修

復画像の圧縮特性を図 3に示す．また，METHOD3の圧縮
画像の例とその誤差画像を図 4，図 5に各々示す．
図 2から，少ないインパルス性雑音付加率 (0%，2%)で

METHOD3が METHOD1，2と比べて SNR値が大きいこ

とがわかる．インパルス性雑音付加率が 10%のときには，3
方式の SNR値がほぼ等しい．図 3から，低い圧縮比 (1/2付
近)でMETHOD3がMETHOD1，2と比べて SNR値が最も
大きいことがわかる．圧縮比が 1/16に近づくにつれて，3
方式の SNR値が近づいている．
図 5の誤差画像中の雑音があまり目立たないことから，図

4に示す圧縮画像は比較的高品質であることがわかる．
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図 2 インパルス性雑音付加
率と SNRの関係 (図 1で圧

縮比 1/2の場合)
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図 3 修復画像の圧縮特性 (図
1で雑音付加率 2%の場合)

図 4 METHOD3の圧縮画像
の例 (図 3で雑音付加率 2%，
圧縮比 1/2，SNR=38.54[dB])

図 5 図 4の誤差画像 (×5)

6. まとめ
本稿では，インパルス性雑音付加画像を JPEG圧縮方式

で符号化する場合の圧縮特性を調査した．また，テスト画
像に対して計算機実験を行い，3方式の適応型メディアン
フィルタの性能差を調べた．その結果，少ないインパルス
性雑音付加率 (2%付近)でMETHOD3が効果的であること
がわかった．そして，圧縮特性に関しても低い圧縮比 (1/2
付近)ではMETHOD3が効果的であることがわかった．
　今後は，圧縮画像を再圧縮する場合の圧縮特性を調査す
る予定である．
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